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鎌ケ谷市議会議員

鎌ケ谷市東初富3丁目在住

昭和32年9月 東京都葛飾区新小岩に生まれる

昭和51年3月 千葉県立国分高校卒業

昭和56年3月 中央大学理工学部卒業

昭和56年4月～ 日立プラント建設(株)
((株)日立製作所と合併)

昭和59年4月～ 鎌ケ谷市役所入庁

平成30年3月 鎌ケ谷市役所を定年退職

鎌ケ谷市青少年相談員　第10～13期

初富小学校おとうちゃんの会

中央大学白葉会　特別会員

妻、娘2人、息子2人の6人家族

映画鑑賞、山登り、釣り

一期一会、ありがとう
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　公立保育園の保育士については、地方公務員法上の制約があって、
手当等の加算が出来ません。今出来ることは、「働きやすい職場環境」
を早急に作って、これを市内外にPRしていくことだと考えます。市の【就職
氷河世代対象の職員採用試験】の実施がマスコミでも取り上げられて全
国から注目されております。4月まで残り3か月を残すのみとなりましたが、

　12月17日に「第３回鎌ケ谷市コミュニティバス運営検討委員会」が開催され、
「ききょう号」のルートの見直しや乗継などの提言をまとめて委員会が終了しました。
今後は、提言を受けて、市が運行計画の見直しを行っていきます。
　昨年6月の一般質問で『コミュニティバス「ききょう号」の運行計画の見直しについ
て』を取り上げましたが、引き続き東初富地区、南初富地区、丸山地区、東鎌ケ
谷地区などから市役所や鎌ケ谷総合病院などに直接行くこ
とが出来るように南線のルート変更や東初富地区内への新とが出来るように南線のルート変更や東初富地区内への新
たな運行ルートの追加などについて取り組んでまいります。
　さらに東鎌ケ谷地区では民間バスから「ききょう号」へ
の乗継を可能にすることについても取り組んでまいります。
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一般質問

　市政に功績のあった方々を表彰することは、まちづくりを進める上で大変重要なことです。この
表彰制度を市民との協働や市政運営の一環として、活用していくにはどのようにすればいいのか
、特に高齢者や市民ボランティアの活性化に活用していく方策はないのか、現状の表彰制度の
課題を明らかにして、今後の対応策について質問をしました。

　市政功労表彰は、鎌ケ谷市表彰条例及び同施行規則に基づき「功労表彰」と「善行表彰」により表彰し
ています。その他、鎌ケ谷市感謝状交付規程に基づき「感謝状」を交付しています。審査の方法は、各部
局から候補者の推薦書が秘書広報課に提出され、表彰審査会を開催し、各候補者の審査が行われ、最
終的には市長が決定します。

　①学校ボランティアは、登録制のためお名前やご住所などを把握しています。②交通安全推進隊は、千
葉県の制度のため、隊員一人一人の個人情報を県から得ることが出来ません。③その他自主的に見守り
を行っている方々（自治会など）は、活動状況は把握していますが、一人一人のお名前やご住所、具体
的な活動実績までは把握できていない状況です。

　お名前やご住所を把握している方々についても活動年数については把握しておりません。
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　長年、市政のために頑張った方、特に高齢者や市民ボランティアの
方々が今までやってきたことが認められると、次も頑張ろうという〝ヤ
ル気〟につながります。この〝ヤル気〟が次のまちづくりにつながって
いくのではないかと考えます。

一般質問
　昨年10月から幼児教育・保育の無償化が始まりましたが、現段階で新たな課題や影響が出
ているのか、その課題を明らかにして、待機児童ゼロに向けての対応策について質問をしました。

　無償化後の保育所の申し込み状況は、昨年の同じ時期と比較して10月から12月までの期間では増加
がありませんでした。ただし、無償化により経済負担が大きく軽減されたこと、また女性の就業率の高まりな
どから保育所利用者が増加することを見込んでおり、このような状況の中で、待機児童ゼロを継続していくこ
との課題があります。

平成26年度 6人 20人 26人 13人

平成27年度 4人 24人 28人 13人

平成28年度 3人 27人 30人 13人

平成29年度 5人 28人 32人 13人

平成30年度 6人 29人 35人 13人


